
rBC2LCN シリーズ
ヒトES/iPS細胞 未分化マーカー

培養液に添加するだけで、30～40分後には未分化ヒトES/iPS細胞を観察できる時短可能な

未分化マーカーです！！ 原料に動物由来物を使用していないアニマルフリー品です。

（ヒトiPS細胞201B7株）

培地に添加するだけでヒトES/iPS細胞を染色可能！
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

培地に添加するだけでヒトES/iPS細胞を除去可能！
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

rBC2LCNは国立研究開発法人 産業技術総合研究所との共同開発品です。

rBC2LCN-FITC, AF rBC2LCN-635, AF

ヒトES／iPS細胞の未分化維持培養～分化誘導～精製・純化の各工程において、
使用できるBC2LCN関連製品をご紹介します。



未分化細胞に高い親和性を持つ組換え体レクチン、rBC2LCN（AiLecS1）を蛍光物質で標識した製品です。

rBC2LCNは、Burkholderia cenocepacia由来のレクチンであるBC2L-CのN末端ドメインを大腸菌で発現させた

組換え体レクチンです。BC2LCNは未分化ヒトES/iPS細胞の細胞表面に存在するムチン様O型糖鎖であるH-type3

（Fucα1-2Galβ1-3GalNAc）に非常に高い親和性を持ちます。そのため、未分化ヒトES/iPS細胞のマーカーとして

使用することができます。

本製品は、蛍光色素で標識されているため、そのまま適当な濃度でヒトES/iPS細胞の培養液に添加することで、未分

化細胞を生きたまま解析することができます。本製品は細胞染色、フローサイトメトリーのいずれにもご使用いただけます。

また、本製品の共存下で数日間培養を続けても細胞毒性は確認されておりません。

本製品の原料に動物由来成分を使用していません。そのため、ヒトES/iPS細胞由来再生医療等製品の製造時に、

未分化ヒトES/iPS細胞の確認や、フローサイトメトリーによるヒトES/iPS細胞除去にも使用可能です。

緑色蛍光標識体（FITC）と赤色蛍光標識体（Cy5領域）をラインアップしています。

rBC2LCN-FITC/-635，AF

⚫ 原料に動物由来成分を使用しないアニマルフリー品

⚫ 培養液に添加するのみで細胞を染色可能

⚫ 染色した細胞は細胞染色、フローサイトメトリーに

使用可能

⚫ 細胞固定を行わず、細胞を生きたまま明瞭に染色可能

⚫ 細胞毒性が低く、染色した状態で培養可能

⚫ Tra-1-60やSSEA-4等と同様に細胞表面上の糖鎖を

認識

⚫ 無菌試験済み

⚫ PBS(-)溶液

⚫ 実用希釈倍率

生細胞染色 1：100 ～ 1,000

フローサイトメトリー 1：100 ～ 1,000

⚫ 励起波長・蛍光波長

特長

製品概要

Excitation Emission

rBC2LCN-FITC 495 nm 520 nm

rBC2LCN-635 634 nm 654 nm

操作が非常に簡単で短時間での未分化細胞染色に



◼ 生細胞染色（Live Cell Imaging）

1. 培養中のヒトES/iPS細胞を準備する。

2. 培地 1mL あたり rBC2LCN-FITC, AF もしくは rBC2LCN-635, 

AF を 1～10μL 添加する。

3. 37℃, 5% CO2下で30分間インキュベートする。

4. 新しい培地あるいはHBSS(+)、D-PBS(-)に交換する。

5. 蛍光顕微鏡を用いて観察する。

※4. は省くことが可能です。

使用方法

30～40分で未分化

ヒトES/iPS細胞を

観察可能

◼ 固定細胞の染色

1. 培養中のヒトES/iPS細胞を準備する。

2. 培地を除去し、HBSS(+)で洗浄する。

3. 4%パラホルムアルデヒド溶液（PFA）を添加し、室温で10～20分間静置する。

4. PFAを除去後、D-PBS(-)で3回洗浄する。

5. D-PBS(-)を添加する。

6. D-PBS(-) 1mL あたり rBC2LCN-FITC、AF もしくは rBC2LCN-635, AF を1～10μL 添加する。

7. 37℃, 5% CO2下で30分間インキュベートする。

8. D-PBS(-)に交換する。

9. 蛍光顕微鏡を用いて観察する。

◼ フローサイトメトリー

1. 培養中のヒトES/iPS細胞を準備する。

2. 細胞分散溶液を用いて、シングルセルに分散する。

3. 2.で分散された細胞をチューブに移し、1,000rpm で3分間遠心する。

4. 上清を除去後、FCM Buffer※で細胞を懸濁し、遠心後、上清を捨てる。

※FCM Buffer：D-PBS(-) や HBSS(-) もしくはそれらに 10mmol/L EDTA, 1% BSA、FBSを含むもの。

5. 5×106 cells/mL となるように FCM Buffer で懸濁する。

6. 細胞懸濁液 1mL あたり、 rBC2LCN-FITC, AF もしくは rBC2LCN-635, AFを 1～10μL 添加する。

7. 遮光して室温で30分間静置する。

8. 1,000rpm で3分間遠心し、上清を捨てる。

9. FCM Buffer で細胞を懸濁し、遠心後、上清を捨てる。

10. 適量の FCM Buffer で再懸濁する。

11. フローサイトメトリーに供する。

〔使用上の注意〕

• rBC2LCNによる染色は2～3日間維持されます。

• 血清を含む培地を使用されているときは、シグナルのバックグラウンドが高くなる可能性があります。

• フローサイトメトリーにより細胞のソーティングを行う場合は、細胞分散時やFCM Buffer に終濃度が

10μmol/L となるようにY-27632を添加してください。



rBC2LCN、SSEA-4、Tra-1-60を用いてヒトiPS細胞201B7株を固定せずに染色し、染色2時間後の染色像を

確認した。rBC2LCNでの染色が、各抗体での染色よりも明瞭に細胞を観察することができた。

ヒトiPS細胞の生細胞染色（Live Cell Imaging）

ヒトiPS細胞の固定後染色

rBC2LCN SSEA-4 Tra-1-60

Hoechst

FITC

ヒトiPS細胞201B7株をパラホルムアルデヒドで固定後、

rBC2LCN と Oct3/4、DAPIを用いて染色した。生細胞染色

より明瞭に染色することができた。

DAPI

rBC2LCN-FITC Oct3/4

Merge

（希釈倍率 1：100）

（希釈倍率 1：100）

ヒトiPS細胞201B7株の培養液に培養液の 1/1,000、1/100, 1/50 量の rBC2LCN-FITC, AF を添加した

状態でヒトiPS細胞を培養した。結果、rBC2LCN-FITC, AF の濃度に関わらず、未添加時と同程度の細胞増殖

を示した。また、細胞形態も添加、未添加に関わらず、同等の形態であった。

ヒトiPS細胞に対する細胞毒性評価

〔細胞株〕

ヒトiPS細胞201B7株

〔培地組成〕

StemSure® hPSC培地Δ + 35ng/mL bFGF

〔コーティング〕

Matrigel® hESC-Qualified Matrix

〔細胞播種数〕

4×104 cells/well（12ウェルプレートを使用）



フローサイトメトリーを用いたヒトiPS細胞の分離

rBC2LCN-FITC, AF および rBC2LCN-635, AF を用いてヒトiPS細胞201B7株とヒト胎児肺由来正常二倍体

線維芽細胞を染色し、フローサイトメトリーに供した。結果、未分化であるヒトiPS細胞と分化したヒト二倍体線維芽細胞

を分離できた。

Control
rBC2LCN-FITC, AF

ヒトiPS細胞201B7株 ヒト胎児肺由来正常二倍体線維芽細胞

Control
rBC2LCN-635, AF

rBC2LCN-
FITC, AF

rBC2LCN-
635, AF

価格表

コードNo. 品名 規格 容量
希望納入価格

（円）

184-03511
180-03513

rBC2LCN-FITC, AF   【AiLecS1-FITC】
［Ex. 495nm, Em 520nm］

細胞染色用
100μL

100μL×5
26,400
96,000

187-03501
rBC2LCN-635, AF     【AiLecS1-635】

［Ex. 634nm, Em. 654nm］
細胞染色用 100μL 35,000

コードNo. 品名 規格 容量
希望納入価格

（円）

029-19661
BC2LCN 【AiLecS1】 Lectin, recombinant, 
Solution, AF

未標識体

細胞培養用 1mg 40,000

029-18061
025-18063

BC2LCN 【AiLecS1】 Lectin, recombinant, 
Solution
未標識体

糖鎖研究用
1mg

1mg×5
35,200
照 会

未標識体



本製品は、緑膿菌由来外毒素の一部分（38kDa）をrBC2LCNのC末端に融合させた組換えタンパク質です。本品

は細胞内に取り込まれた後、タンパク質合成を阻害して細胞死を引き起こします。 本製品の原料および製造工程に動

物由来成分を使用していません。そのため、ヒトES/iPS細胞由来再生医療等製品の製造時に安全に使用でき、ヒト

ES/iPS細胞を効率よく除去でき、ヒトES/iPS細胞を用いた再生医療の安全性向上が期待されます。

StemSure® hPSC リムーバー

培地に添加するだけで未分化細胞の除去が可能

ヒトES/iPS細胞

DNA

RNA

タンパク質

細胞死

rBC2LCN-PE38

H-type3

rBC2LCN

⚫ 未分化ヒトES/iPS細胞を選択的に除去可能

⚫ 細胞分散せず、培養液にそのまま添加するのみで使用可能

⚫ 原料、製造工程で動物由来成分不使用

⚫ 無菌試験済み

⚫ PBS(-)溶液

⚫ 濃度：0.09～0.11mg/mL（製品ラベルに記載）

⚫ 実用試験実施済み：ヒトiPS細胞の殺傷性能を確認

⚫ エンドトキシン試験済み

特長 製品概要

1. ヒトES/iPS細胞から分化誘導した細胞中にヒトES/iPS細胞を含む培養液を準備する。

2. 培養液に終濃度 0.1μg/mL となるように本製品を添加する。

※添加濃度は一例のため、ご使用時に最適な濃度を検証してください。

3. 37℃、5% CO2下でインキュベートする。

※細胞を観察し、残存するヒトES/iPSが除去される時間を検証してください。

4. 分化誘導した細胞に適した培地に交換する。

使用方法



コードNo. 品名 規格 容量
希望納入価格

（円）

192-19081
StemSure® hPSC Remover
（rBC2LCN-PE38, AF）

細胞培養用 100µL 33,000

価格表

ヒトiPS細胞201B7株とヒト線維芽細胞の培養液に終濃度0.1μg/mLとなるようにStemSure® hPSCリムーバーを

添加した。添加した状態で48時間培養後、維持用培地で24時間培養した。結果、 StemSure® hPSCリムーバーを

添加したものはヒトiPS細胞がほぼ除去された（下図右上）。

一方、ヒト線維芽細胞は同様の処理を行っても全く細胞が除去されず、分化した細胞は除去されず、未分化細胞のみ

が除去されたことが確認された。

ヒトiPS細胞の除去

ヒトiPS細胞

ヒト線維芽細胞

0 μg/mL 0.1 μg/mL

StemSure® hPSCリムーバー
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参考文献

※当データは旧製品 199-18511 StemSure® hPSCリムー
バー を使用して取得しています。



コードNo. 品 名 規 格 容 量
希望納入価格

（円）

062-06661
068-06663

bFGF Solution, MF 細胞培養用
50μL

50μL×4
105,000
341,300

010-26741
018-26742

A-83-01, MF 細胞培養用
5mg
25mg

44,000
148,500

032-25441
038-25443

CHIR99021, MF 細胞培養用
5mg
25mg

55,000
220,000

259-00613
257-00614

Y-27632, MF 細胞培養用
5mg
25mg

55,000
220,000

材料適格性確認書取得済み製品

014-27621
010-27623

Activin A Solution, Human, 
recombinant

細胞培養用
10μg
50μg

44,000
154,000

195-19071
191-19073

SCF Solution, Human, 
recombinant

細胞培養用
10µg
50µg

43,000
160,000

116-01151
KGF Solution, Human, 
recombinant

細胞培養用 10µg 39,000

再生医療研究用製品

製造工程や分析法バリデーションを実施し、恒常的に安定した品質を得られる体制で製造した化合物や、再生医療等製
品材料適格性確認書取得済みのサイトカイン溶液を紹介いたします。

CultureSure® 低分子化合物

ES/iPS細胞の未分化能維持や分化誘導に関わると報告されている低分子化合物を、細胞培養用に安心してご使用いただ
くためにエンドトキシンやマイコプラズマといった微生物に関する品質保証を行っている製品です (品質保証項目は製
品による）。製品ラインアップ等の詳細は、当社HPをご覧ください。

https://labchem-wako.fujifilm.com/jp/category/00564.html

CultureSure低分子化合物

23900製31


